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都産技研から未来へ、先端技術情報を発信

　今回ご紹介するのは、実証試験セクターと品質保証推進センター
を兼務する佐々木 正史さんです。計測器の校正試験を行う佐々木
さんは、ものづくりを支える縁の下の力持ち的存在です。

●主な仕事内容は？
　電気計測器や温度計測器の校正試験を行い、お客さまの計測器の信頼
性確保に努めています。この他にも、需要の高まっている熱物性につい
て、Xeフラッシュアナライザーの機器利用ライセンス制度の事前講習会

「熱拡散率測定」を実施しています。

●佐々木さんの大事にしていることとは？
　「やれることを確実にやる」をモットーにしています。私は、当たり前の
ことを当たり前にこなせることが重要だと考えています。変に見栄を張
り、できないことばかりに挑戦するよりも、まずは自分の成すべきことを
精一杯やった上でこそ、その先に挑戦していけると考えています。

電気と温度の基盤を
支えています！

E X P E R T S

T O P I C S

このコーナーでは、都産技研の研究員をクローズアップしてご紹介します。研究員の人となりが分かることで、
より都産技研を身近に感じていただきたいという想いから生まれました。どんな人が都産技研にいるのか、ぜひご覧ください。

AWARDSAWARDS
受 賞 報 告

受 賞 名

発表題目

表彰団体

内　　容

受 賞 日

第64回　日本木材学会大会　
優秀ポスター賞
木材のボルト接合における締付け速度が
トルク係数に及ぼす影響
一般社団法人　日本木材学会　
大会運営委員会
学会発表のポスター掲示が受賞対象とな
りました。
平成26年3月15日（土）

実証試験セクター　研究員　　　中野 貴啓
城東支所　副主任研究員　　　　松原 独歩
交流連携室　副主任研究員　　　島田 勝廣
東京農工大学大学院農学研究院　教授（受賞時）
東京農工大学　名誉教授（現在）　服部 順昭 様

都産技研の研究員が行っている研究や開発が
各分野から表彰されました。

石油系溶剤を含まないインキを使用しています。
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　今年度から、木曜日の担当となりました。長年、産業機
械・自動車部品メーカーで培ったノウハウと人脈をフル
に生かして、皆さまのお役に立ちたいと思っています。環
境に配慮した産業機械や自動車のシステム化、モジュー
ル化のコンサルティングを得意としています。東京では、
平成32年にオリンピックを控えており、本部のある青海
にも、オリンピックの舞台として多くの人が訪れると予
想されます。この青海に、産産連携や産学連携で誕生した
環境にやさしい自動車を走らせることが私の夢の一つで
す。お困りのことがありましたら、お気軽にお問い合わせ
ください。お待ちしています。

　交流連携室では、中小企業の持つ課題やコア技術を
大学や他企業と結びつけて価値を高める「産学公連携
事業」を行っており、各技術分野の専門コーディネータ
が産学公連携に係わる相談・仲介などを行い、技術課題
解決のための支援を行っています。
　今年度から産学公コーディネータに新たな戦力が加
わりましたのでご紹介します。

新任産学公コーディネータのご紹介

高村 悦夫コーディネータ

エキスパート

トピックス

本部
実証試験セクター

兼 品質保証推進センター
 副主任研究員

佐々木 正史

私の主な業務である計測器の校正試験
は、都産技研の他の業務に比べて派手
さには欠けるかもしれません。しかし、
計測は、ものづくりには必要不可欠で
す。計測器の信頼性を今一度見直して
みてはいかがでしょうか。

地味だけど、必要！

I n t r o d u c t i o n

実証試験セクター＜本部＞  TEL 03-5530-2193お問い合わせ

交流連携室＜本部＞   TEL 03-5530-2134お問い合わせ



c o n t e n t s

スマートフォン、タブレット端末、ノートパソコンなど、ここ数年で持ち運びのできる情報機器が爆発的に普及して
きました。それとともに広がってきたのが無線通信技術です。現在、都産技研と日立製作所の共同研究によって、新
たな無線通信技術が生まれようとしています。

ミリ波を活用した
新しい無線通信技術をつくり出す

　周波数不足の解消に向けて

　携帯電話の契約者数は、ここ数十年の間に一気に増え、1人1台

持っているのが当たり前のようになりました。それに伴い、駅や

喫茶店などでは情報機器をインターネットに接続できる場所も

増えています。私たちがこのようなサービスを受けられるよう

になったのは、無線技術が発達してきたからです。普段、あまり

意識していませんが、携帯電話であれば700MHz～2.1GHz、電

波でデータをやりとりする無線LANでは2.4GHzおよび

5.2GHzといったマイクロ波とよばれる周波数の電波が使われ

ています。

　マイクロ波を使った無線通信は確かに便利なものですが、利

用できる周波数には限りがあります。あまりにもたくさんの人

たちが使うようになったために、周波数が足りなくなってしま

うという懸念が出てきました。

　その問題を解決するために、日立製作所は、1980年代からマ

イクロ波よりも周波数の高いミリ波という電波を使った無線通

信技術の研究を進めています。小さな半導体を使って60GHzの

ミリ波を発生させたり増幅させたりする技術が研究されてお

り、実用化が近づいています。

　ただ、60GHzのミリ波通信には、3つの壁があります。1つ目は

周波数が高いこと、2つ目は情報を載せるための電波の帯域が広

いこと、そして、3つ目は電波に情報をたくさん載せるためにデ

ジタル変調をしなければならないことです。この3つの壁を乗り

越えられずにいるために、未だに通信機器の普及が爆発的には

進まない状況です。

　測定用の周波数変換器を開発

　日立製作所は、ミリ波通信の壁を破るために、60GHz帯の基準と
なる電波を発振したり、測定したりする技術の開発に乗り出しまし
た。ミリ波では、このような技術がマイクロ波のようには実現できて
いないために、通信機器の開発が進まないという現状がありました。
研究の結果、市販の信号発生装置の信号を60GHzに変換して発
振し、受信した60GHzの電波の周波数を扱いやすいマイクロ波へ
下げて測定器に送る周波数変換器をつくることに成功しました。
　ただ、この周波数変換器は、サイズ的に大きく、価格も高いも
のでした。中小の通信機器メーカーに利用してもらうためには、
小型で安価な周波数変換器をつくる必要があります。そこで、日
立製作所は都産技研と共同開発に乗り出したのです。

　得意技を持ち寄ったスピーディーな技術開発

　60GHzミリ波通信用の小型周波数変換器は、どのように開発
されたのでしょうか。日立製作所の柴垣信彦さん、都産技研の藤
原康平さんに振り返っていただきました。

柴垣　安価な機器を開発するにあたり
調べてみると、都産技研もミリ波通信技
術の開発に力を入れていることが分か
り、ぜひ協力していただきたいと思った
のです。

藤原　私たちのミッションは、中小企業
の技術支援にあります。製造業では、付
加価値の高い製品をつくらないと価格
競争になってしまいます。そのために、数
年先の技術を研究し、それを中小企業の
方々に還元したいと考え、ミリ波通信技術に取り組んでいます。

柴垣　60GHz帯の通信機器を開発しようとしたら、そのために測
定設備などを一から揃えなければいけないのですが、都産技研は
それが揃っていましたし、60GHz帯のデジタル信号を測定する設
備と技術があり、私たちとしてはとても助かりました。さまざまな測
定機器が、常にメンテナンスされていて、いつでも使える状態となっ
ているだけではなく、安価に使用できる場所はなかなかありません。

藤原　柴垣さんのお話を最初に聞い
たときは、実現できるのかと少し不安
になりました。しかし、計測、解析技術、
回路設計などの提案をし、日立さんの
開発したソフトウェア技術と組み合わ
せることで、比較的短期間で受信側の
周波数変換器ができました。

柴垣　お互いの得意なものを出し合っ
て、世の中にない技術がつくり出せたと思います。今後は、送信
側の周波数変換器を開発するだけでなく、測定精度をさらに上
げられるようにソフトウェア技術を磨いていこうと思っています。

従来型の周波数変換器

EMC･半導体技術開発

特集 EMC･半導体技術開発
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研究紹介　ミリ波超高速無線通信の普及加速に向けた共同研究
協定締結機関のご紹介　芝浦工業大学
設備紹介　絶対PL量子収率測定装置/C9920-02G
MTEP専門相談員紹介　世界に勝つものづくりのコツ 第3回
平成26年度 研究成果発表会開催のお知らせ
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表紙の写真
電磁界シミュレーションモデル
私たちの生活に欠かせない電波で
すが、その姿を目にすることはでき
ません。そこで、アンテナなどの設
計では、電磁界シミュレータを利用
します。表紙の画像は、アンテナか
ら放出された電波が電波吸収体に
吸収されて、遠方へ伝搬する様子
をシミュレーションしたものです。

No .17

「企業ピックアップ」では、先進的な取り組みをされている企業や都産技研と共同研究等に取り組
んでいる企業にお話を伺い、特集テーマに関する最新動向をお伝えしていくシリーズです。

企業ピックアップ

都産技研 電子半導体技術グループ

藤原 康平 副主任研究員

ネットワークソリューション第四本部
ワイヤレスインフォ部第二グループ
主任技師

柴垣 信彦 氏

開発した周波数変換器

※この共同研究については、「研究紹介」（6ページ）でもご紹介しています。併せてご覧ください。

第2回

02　　　　　　　　  T IRI  News  2014  Jun .   0302　　　　　　　　
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ミリ波を活用した
新しい無線通信技術をつくり出す

　周波数不足の解消に向けて

　携帯電話の契約者数は、ここ数十年の間に一気に増え、1人1台

持っているのが当たり前のようになりました。それに伴い、駅や

喫茶店などでは情報機器をインターネットに接続できる場所も

増えています。私たちがこのようなサービスを受けられるよう

になったのは、無線技術が発達してきたからです。普段、あまり

意識していませんが、携帯電話であれば700MHz～2.1GHz、電

波でデータをやりとりする無線LANでは2.4GHzおよび

5.2GHzといったマイクロ波とよばれる周波数の電波が使われ

ています。

　マイクロ波を使った無線通信は確かに便利なものですが、利

用できる周波数には限りがあります。あまりにもたくさんの人

たちが使うようになったために、周波数が足りなくなってしま

うという懸念が出てきました。

　その問題を解決するために、日立製作所は、1980年代からマ

イクロ波よりも周波数の高いミリ波という電波を使った無線通

信技術の研究を進めています。小さな半導体を使って60GHzの

ミリ波を発生させたり増幅させたりする技術が研究されてお

り、実用化が近づいています。

　ただ、60GHzのミリ波通信には、3つの壁があります。1つ目は

周波数が高いこと、2つ目は情報を載せるための電波の帯域が広

いこと、そして、3つ目は電波に情報をたくさん載せるためにデ

ジタル変調をしなければならないことです。この3つの壁を乗り

越えられずにいるために、未だに通信機器の普及が爆発的には

進まない状況です。

　測定用の周波数変換器を開発

　日立製作所は、ミリ波通信の壁を破るために、60GHz帯の基準と
なる電波を発振したり、測定したりする技術の開発に乗り出しまし
た。ミリ波では、このような技術がマイクロ波のようには実現できて
いないために、通信機器の開発が進まないという現状がありました。
研究の結果、市販の信号発生装置の信号を60GHzに変換して発
振し、受信した60GHzの電波の周波数を扱いやすいマイクロ波へ
下げて測定器に送る周波数変換器をつくることに成功しました。
　ただ、この周波数変換器は、サイズ的に大きく、価格も高いも
のでした。中小の通信機器メーカーに利用してもらうためには、
小型で安価な周波数変換器をつくる必要があります。そこで、日
立製作所は都産技研と共同開発に乗り出したのです。

　得意技を持ち寄ったスピーディーな技術開発

　60GHzミリ波通信用の小型周波数変換器は、どのように開発
されたのでしょうか。日立製作所の柴垣信彦さん、都産技研の藤
原康平さんに振り返っていただきました。

柴垣　安価な機器を開発するにあたり
調べてみると、都産技研もミリ波通信技
術の開発に力を入れていることが分か
り、ぜひ協力していただきたいと思った
のです。

藤原　私たちのミッションは、中小企業
の技術支援にあります。製造業では、付
加価値の高い製品をつくらないと価格
競争になってしまいます。そのために、数
年先の技術を研究し、それを中小企業の
方々に還元したいと考え、ミリ波通信技術に取り組んでいます。

柴垣　60GHz帯の通信機器を開発しようとしたら、そのために測
定設備などを一から揃えなければいけないのですが、都産技研は
それが揃っていましたし、60GHz帯のデジタル信号を測定する設
備と技術があり、私たちとしてはとても助かりました。さまざまな測
定機器が、常にメンテナンスされていて、いつでも使える状態となっ
ているだけではなく、安価に使用できる場所はなかなかありません。

藤原　柴垣さんのお話を最初に聞い
たときは、実現できるのかと少し不安
になりました。しかし、計測、解析技術、
回路設計などの提案をし、日立さんの
開発したソフトウェア技術と組み合わ
せることで、比較的短期間で受信側の
周波数変換器ができました。

柴垣　お互いの得意なものを出し合っ
て、世の中にない技術がつくり出せたと思います。今後は、送信
側の周波数変換器を開発するだけでなく、測定精度をさらに上
げられるようにソフトウェア技術を磨いていこうと思っています。

従来型の周波数変換器

EMC･半導体技術開発

特集 EMC･半導体技術開発
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表紙の写真
電磁界シミュレーションモデル
私たちの生活に欠かせない電波で
すが、その姿を目にすることはでき
ません。そこで、アンテナなどの設
計では、電磁界シミュレータを利用
します。表紙の画像は、アンテナか
ら放出された電波が電波吸収体に
吸収されて、遠方へ伝搬する様子
をシミュレーションしたものです。

No .17

「企業ピックアップ」では、先進的な取り組みをされている企業や都産技研と共同研究等に取り組
んでいる企業にお話を伺い、特集テーマに関する最新動向をお伝えしていくシリーズです。

企業ピックアップ

都産技研 電子半導体技術グループ

藤原 康平 副主任研究員

ネットワークソリューション第四本部
ワイヤレスインフォ部第二グループ
主任技師

柴垣 信彦 氏

開発した周波数変換器

※この共同研究については、「研究紹介」（6ページ）でもご紹介しています。併せてご覧ください。

第2回
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最新の技術や専門的な技術と出会う
技術セミナー・講習会
　近年、技術革新のテンポは増すばかりで、企業は常に技術開発を求められます。新しい技術を導入し
たくてもきっかけがつかめなかったり、より専門的な技術を勉強したくても情報収集の方法が分から
なかったり、周りに技術に詳しい人がいないなんてこともよくあります。そのようなときには、都産技
研の技術セミナーや講習会が役に立ちます。

定員30名定員100名
クローズアップセミナー

　プラスチックは日用雑貨から工業
製品まで広い用途に使用されており、
私たちの生活に欠かせない材料と
なっています。軽量でさびず、成形加
工しやすい材料ですが、強度が低く、
使用環境によって特性が変化（劣化）
しやすいという欠点もあります。この
ため、多摩テクノプラザにはトラブル
分析やその対策についての問い合わ
せが数多く寄せられています。
　本セミナーでは、特に問い合わせの
多いプラスチックの分析、耐候性や強
度特性の評価、話題の3Dプリンターに
よる造形技術について取り上げ、わかりやすく解説します。専門分野
を問わず、多くの方にプラスチックの知識を学んでいただける内容
となっています。

<申込締切>　 平成26年6月27日（金）　　
　　　　　　　　　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

<申込方法>　 都産技研ホームページ、もしくはFAXにて  
  お申し込みください。
<お問い合わせ先> 
  多摩テクノプラザ 総合支援課 連携支援係
  TEL 042-500-2300  FAX 042-500-2397

　都産技研では、中小企業への技術支援の一環として、最新
の産業技術や専門的な技術について学ぶ技術セミナーや講
習会を開催しています。先端加工、デザイン、エレクトロニ
クス、光音、材料、放射線利用など幅広いテーマに加え、その
技術に初めて触れる人でも無理なく理解できる入門編も数
多く開催しています。
　技術セミナーや講習会は、新しい技術知識の習得の場と
なるのはもちろんですが、都産技研の研究員との出会いの

プラスチック入門セミナー
物性・分析・評価から3Dプリンターによる造形まで

平成26年7月11日（金）13:15～16:30
場　所　都産技研 多摩テクノプラザ　
　　　　（東京都昭島市東町3-6-1）
受講料　1,500円

場でもあります。セミナーへの参加がきっかけで都産技研
と共同研究がはじまり、新製品の開発へとつながったケー
スも多数あります。時代の変化に対応するために専門的な
技術を取り入れてみたいけれど、どこからはじめていいか
わからないという方は、ぜひ参加してみてはいかがでしょ
うか。最新の技術に触れることができる充実した1日となる
でしょう。

LED照明に対応したシミュレーション技術を紹介
照明と熱シミュレーションを利用した開発事例と最新技術

プラスチック入門セミナー　物性・分析・評価から３Dプリンターによる造形まで

　電化製品の外装や容器、さま
ざまな道具など、日常生活の中
で手にしない日はないというく

らいプラスチックは身近なものになりました。しかも、
その活躍の場はさらに広がっています。ただ、ちょっと
したことで壊れてしまったり、トラブルが多いのも事
実です。実際、私が所属する多摩テクノプラザにも、そ
のような相談がたくさん寄せられています。
　そこで今回は、プラスチックについて幅広く知るこ
とを目的に、入門編のセミナーを企画しました。具体的

開発本部 開発第一部
光音技術グループ
副主任研究員
横田 浩之

な事例をもとに解説しますので、他の人たちがどうい
う部分で困っているのかを知って、解決のヒントを得
ていただければと思っています。身のまわりでプラス
チックのトラブルが起きたときでも、その原因を調べ
るきっかけになったり、設計変更や改良などにつな
がったりするような、さまざまな情報を提供しようと
準備しています。
　今回のセミナーは、多摩テクノプラザの電子・機械グ
ループと繊維・化学グループの合同開催となり、物性、
分析、評価とプラスチックについて幅広く学ぶことが
できます。プラスチックは高機能化、高性能化が進めら
れており、大きな可能性を秘めている材料です。このセ
ミナーでプラスチックの世界を知って、開発や業務へ
役立てていただきたいと思います。

身近なプラスチックを多角的に解説

　LEDの登場により、複雑に配
光が制御された照明器具が増加
していす。それに伴い、従来の試

作と検証を繰り返す開発では、コストと時間が大幅に
かかり、開発自体が困難になるケースが増えています。
昨今の照明器具の開発では、大手メーカーを中心に、シ
ミュレーションの利用が浸透してきており、試作と検
証がパソコン上で行えるようになってきています。
　シミュレーションを利用したLED照明器具の開発で
は、照明光学系の設計に加え、放熱設計も重要です。

LEDは、温度が上昇すると発光効率が落ちるため、素子
自体の温度をいかに下げるかが照明器具の省エネ性を
決める鍵になります。
　今回のセミナーでは、この光と熱について、シミュ
レーションを利用してどのような開発が可能かをご紹
介したいと考えています。開発事例のご紹介や照明・放
熱設計の基礎、最新のトピックスなど、シミュレーショ
ンに馴染みのない方から既にシミュレーションに携
わっている方まで、幅広い方々にご興味をもっていた
だけるような構成にしています。
　1日で光と熱、両方の技術分野をご紹介するセミナー
はあまりありませんので、照明メーカーの方々はもち
ろん、これから新規参入を考えている企業の方々もお
気軽にご参加いただければと思います。

多摩テクノプラザ
電子・機械グループ
副主任研究員
西川 康博

　近年、照明器具の開発は、シミュレー
ションが多用されています。パソコン上
で試作と検証を繰り返し行なえるため、
コストと納期を圧縮した開発が実現で
きるようになりました。これまで光と熱
は、計測した結果でしか捉えることがで
きませんでした。しかし、シミュレー
ションの使用で光がどのように伝播し
ていたのか、熱がどのように伝熱してい
るのかを可視化でき、問題点の早期発見
や次のアイデアへとつなげることができます。
　本セミナーでは、シミュレーションにより何が検証可能になるの
かを解説するとともに、シミュレーションを活用した開発事例をご
紹介します。また、設計の幅が広げられるような基礎的な理論や最新
のトピックについてもご紹介する予定です。午前が光、午後が熱に関
する講義で、光と熱両方の技術を1日で受講できる内容です。幅広い
分野からの積極的なご参加をお待ちしています。

<申込締切>　 平成26年7月1日（火）　　
　　　　　　　　　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

<申込方法>　 都産技研ホームページ、FAX、もしくは本部1F 
  総合支援窓口にてお申し込みください。
<お問い合わせ先> 
  技術経営支援室＜本部＞
  TEL 03-5530-2308  FAX 03-5530-2318

照明･熱シミュレーションを
利用した開発事例ならびに設計の基礎

照明技術Ⅱ

平成26年7月4日（金）9:00～17:00
場　所　都産技研本部　
　　　　（東京都江東区青海2-4-10）
受講料　3,500円

特集 技術セミナー・講習会
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最新の技術や専門的な技術と出会う
技術セミナー・講習会
　近年、技術革新のテンポは増すばかりで、企業は常に技術開発を求められます。新しい技術を導入し
たくてもきっかけがつかめなかったり、より専門的な技術を勉強したくても情報収集の方法が分から
なかったり、周りに技術に詳しい人がいないなんてこともよくあります。そのようなときには、都産技
研の技術セミナーや講習会が役に立ちます。

定員30名定員100名
クローズアップセミナー

　プラスチックは日用雑貨から工業
製品まで広い用途に使用されており、
私たちの生活に欠かせない材料と
なっています。軽量でさびず、成形加
工しやすい材料ですが、強度が低く、
使用環境によって特性が変化（劣化）
しやすいという欠点もあります。この
ため、多摩テクノプラザにはトラブル
分析やその対策についての問い合わ
せが数多く寄せられています。
　本セミナーでは、特に問い合わせの
多いプラスチックの分析、耐候性や強
度特性の評価、話題の3Dプリンターに
よる造形技術について取り上げ、わかりやすく解説します。専門分野
を問わず、多くの方にプラスチックの知識を学んでいただける内容
となっています。

<申込締切>　 平成26年6月27日（金）　　
　　　　　　　　　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

<申込方法>　 都産技研ホームページ、もしくはFAXにて  
  お申し込みください。
<お問い合わせ先> 
  多摩テクノプラザ 総合支援課 連携支援係
  TEL 042-500-2300  FAX 042-500-2397

　都産技研では、中小企業への技術支援の一環として、最新
の産業技術や専門的な技術について学ぶ技術セミナーや講
習会を開催しています。先端加工、デザイン、エレクトロニ
クス、光音、材料、放射線利用など幅広いテーマに加え、その
技術に初めて触れる人でも無理なく理解できる入門編も数
多く開催しています。
　技術セミナーや講習会は、新しい技術知識の習得の場と
なるのはもちろんですが、都産技研の研究員との出会いの

プラスチック入門セミナー
物性・分析・評価から3Dプリンターによる造形まで

平成26年7月11日（金）13:15～16:30
場　所　都産技研 多摩テクノプラザ　
　　　　（東京都昭島市東町3-6-1）
受講料　1,500円

場でもあります。セミナーへの参加がきっかけで都産技研
と共同研究がはじまり、新製品の開発へとつながったケー
スも多数あります。時代の変化に対応するために専門的な
技術を取り入れてみたいけれど、どこからはじめていいか
わからないという方は、ぜひ参加してみてはいかがでしょ
うか。最新の技術に触れることができる充実した1日となる
でしょう。

LED照明に対応したシミュレーション技術を紹介
照明と熱シミュレーションを利用した開発事例と最新技術

プラスチック入門セミナー　物性・分析・評価から３Dプリンターによる造形まで

　電化製品の外装や容器、さま
ざまな道具など、日常生活の中
で手にしない日はないというく

らいプラスチックは身近なものになりました。しかも、
その活躍の場はさらに広がっています。ただ、ちょっと
したことで壊れてしまったり、トラブルが多いのも事
実です。実際、私が所属する多摩テクノプラザにも、そ
のような相談がたくさん寄せられています。
　そこで今回は、プラスチックについて幅広く知るこ
とを目的に、入門編のセミナーを企画しました。具体的

開発本部 開発第一部
光音技術グループ
副主任研究員
横田 浩之

な事例をもとに解説しますので、他の人たちがどうい
う部分で困っているのかを知って、解決のヒントを得
ていただければと思っています。身のまわりでプラス
チックのトラブルが起きたときでも、その原因を調べ
るきっかけになったり、設計変更や改良などにつな
がったりするような、さまざまな情報を提供しようと
準備しています。
　今回のセミナーは、多摩テクノプラザの電子・機械グ
ループと繊維・化学グループの合同開催となり、物性、
分析、評価とプラスチックについて幅広く学ぶことが
できます。プラスチックは高機能化、高性能化が進めら
れており、大きな可能性を秘めている材料です。このセ
ミナーでプラスチックの世界を知って、開発や業務へ
役立てていただきたいと思います。

身近なプラスチックを多角的に解説

　LEDの登場により、複雑に配
光が制御された照明器具が増加
していす。それに伴い、従来の試

作と検証を繰り返す開発では、コストと時間が大幅に
かかり、開発自体が困難になるケースが増えています。
昨今の照明器具の開発では、大手メーカーを中心に、シ
ミュレーションの利用が浸透してきており、試作と検
証がパソコン上で行えるようになってきています。
　シミュレーションを利用したLED照明器具の開発で
は、照明光学系の設計に加え、放熱設計も重要です。

LEDは、温度が上昇すると発光効率が落ちるため、素子
自体の温度をいかに下げるかが照明器具の省エネ性を
決める鍵になります。
　今回のセミナーでは、この光と熱について、シミュ
レーションを利用してどのような開発が可能かをご紹
介したいと考えています。開発事例のご紹介や照明・放
熱設計の基礎、最新のトピックスなど、シミュレーショ
ンに馴染みのない方から既にシミュレーションに携
わっている方まで、幅広い方々にご興味をもっていた
だけるような構成にしています。
　1日で光と熱、両方の技術分野をご紹介するセミナー
はあまりありませんので、照明メーカーの方々はもち
ろん、これから新規参入を考えている企業の方々もお
気軽にご参加いただければと思います。

多摩テクノプラザ
電子・機械グループ
副主任研究員
西川 康博

　近年、照明器具の開発は、シミュレー
ションが多用されています。パソコン上
で試作と検証を繰り返し行なえるため、
コストと納期を圧縮した開発が実現で
きるようになりました。これまで光と熱
は、計測した結果でしか捉えることがで
きませんでした。しかし、シミュレー
ションの使用で光がどのように伝播し
ていたのか、熱がどのように伝熱してい
るのかを可視化でき、問題点の早期発見
や次のアイデアへとつなげることができます。
　本セミナーでは、シミュレーションにより何が検証可能になるの
かを解説するとともに、シミュレーションを活用した開発事例をご
紹介します。また、設計の幅が広げられるような基礎的な理論や最新
のトピックについてもご紹介する予定です。午前が光、午後が熱に関
する講義で、光と熱両方の技術を1日で受講できる内容です。幅広い
分野からの積極的なご参加をお待ちしています。

<申込締切>　 平成26年7月1日（火）　　
　　　　　　　　　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

<申込方法>　 都産技研ホームページ、FAX、もしくは本部1F 
  総合支援窓口にてお申し込みください。
<お問い合わせ先> 
  技術経営支援室＜本部＞
  TEL 03-5530-2308  FAX 03-5530-2318

照明･熱シミュレーションを
利用した開発事例ならびに設計の基礎

照明技術Ⅱ

平成26年7月4日（金）9:00～17:00
場　所　都産技研本部　
　　　　（東京都江東区青海2-4-10）
受講料　3,500円

特集 技術セミナー・講習会
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技術セミナー・講習会

特
集 最新の技術や専門的な技術と出会う
技術セミナー・講習会
　近年、技術革新のテンポは増すばかりで、企業は常に技術開発を求められます。新しい技術を導入し
たくてもきっかけがつかめなかったり、より専門的な技術を勉強したくても情報収集の方法が分から
なかったり、周りに技術に詳しい人がいないなんてこともよくあります。そのようなときには、都産技
研の技術セミナーや講習会が役に立ちます。

定員30名定員100名
クローズアップセミナー

　プラスチックは日用雑貨から工業
製品まで広い用途に使用されており、
私たちの生活に欠かせない材料と
なっています。軽量でさびず、成形加
工しやすい材料ですが、強度が低く、
使用環境によって特性が変化（劣化）
しやすいという欠点もあります。この
ため、多摩テクノプラザにはトラブル
分析やその対策についての問い合わ
せが数多く寄せられています。
　本セミナーでは、特に問い合わせの
多いプラスチックの分析、耐候性や強
度特性の評価、話題の3Dプリンターに
よる造形技術について取り上げ、わかりやすく解説します。専門分野
を問わず、多くの方にプラスチックの知識を学んでいただける内容
となっています。

<申込締切>　 平成26年6月27日（金）　　
　　　　　　　　　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

<申込方法>　 都産技研ホームページ、もしくはFAXにて  
  お申し込みください。
<お問い合わせ先> 
  多摩テクノプラザ 総合支援課 連携支援係
  TEL 042-500-2300  FAX 042-500-2397

　都産技研では、中小企業への技術支援の一環として、最新
の産業技術や専門的な技術について学ぶ技術セミナーや講
習会を開催しています。先端加工、デザイン、エレクトロニ
クス、光音、材料、放射線利用など幅広いテーマに加え、その
技術に初めて触れる人でも無理なく理解できる入門編も数
多く開催しています。
　技術セミナーや講習会は、新しい技術知識の習得の場と
なるのはもちろんですが、都産技研の研究員との出会いの

プラスチック入門セミナー
物性・分析・評価から3Dプリンターによる造形まで

平成26年7月11日（金）13:15～16:30
場　所　都産技研 多摩テクノプラザ　
　　　　（東京都昭島市東町3-6-1）
受講料　1,500円
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と共同研究がはじまり、新製品の開発へとつながったケー
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技術を取り入れてみたいけれど、どこからはじめていいか
わからないという方は、ぜひ参加してみてはいかがでしょ
うか。最新の技術に触れることができる充実した1日となる
でしょう。

LED照明に対応したシミュレーション技術を紹介
照明と熱シミュレーションを利用した開発事例と最新技術

プラスチック入門セミナー　物性・分析・評価から３Dプリンターによる造形まで
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技術セミナー・講習会
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ミリ波超高速無線通信の
普及加速に向けた共同研究

　現在、私たちがスマートフォンなどでLTE （Long Term 

Evolution）を使用するときは、約100Mbpsの通信速度を得

ることができます。平成25年初頭には、高速通信を行うため

の国際規格であるIEEE802.11adが制定されました。この

規格では、60GHz帯のミリ波を使い、数Gbps（1Gbps＝

1,000Mbps）の通信を行うことができ、日本国内では、

57GHz～66GHzまでの4チャンネルが割り当てられてい

ます。この規格の特徴は、約2GHzの帯域が使え、免許がなく

ても誰でも高速ワイヤレス環境を使用できることです。これ

が実現できれば、スマートフォンなどで光ファイバー並みの

通信を行うことも夢ではありません。電子マネーで買い物を

する感覚で、映画などの大容量の情報を情報スタンドなどか

らワンタッチでダウンロードできたり、ハイビジョンテレビ

とDVDレコーダーやスマートフォンがワイヤレスで接続で

きたりするようになるかもしれません。

　しかし、今のところ60GHz帯でトランジスタなどの半導

体デバイスをこの通信目的で使用すると、信号が歪んでしま

い、せっかくの高速通信が実現できません。高品質な高速通

信を行うには、この歪みを正しく測定することが必要です

が、測定機器自体も同程度の歪みを持ちます。そこで、都産技

研と株式会社日立製作所は、測定機器自体の歪みを測定して

数学的に補正する技術を平成24年度に共同で開発しまし

た。この補正技術により、信号の歪みを約3倍改善すること

に成功しました（図1）。

　平成25年度には、これまで1,000万円以上と大変高価で

あったミリ波通信評価装置のダウンコンバータ※（周波数変

換器）を、性能はほとんど変えずに約10分の1のコストにする

ことができました（図2）。これにより、ミドルクラスデジタル

オシロスコープと組み合わせた廉価な通信評価装置が構成

研究紹介

でき、中小企業が新たにミリ波産業へ参入する場合に必要と

なる測定機器調達の負担を減らすことが可能となります。

　上記補正方法などの実用化に加え、この技術を応用した測

定システムの運用も同時に行っており、近い将来、中小企業

がミリ波分野へ参入した際に、ユニークな製品を開発できる

ような環境が整いつつあります。都産技研では、平成24年度

からミリ波関連の技術セミナーを開催していますので、興味

のある方はぜひお越しください。

　本大学は、建学時から実践型の技術者・研

究者の養成を使命としてきました。都産技研

と協定を結ぶことで、お互いの持っている

ネットワークを活用して、中小企業支援の幅が広がると考えて

います。また、臨海副都心と豊洲という隣接した地域にお互い

の拠点があることから、イベントに参加しあったり、私たちの

プロジェクトにも参加していただいたりしています。都産技研

と本大学には、実学重視でロボット技術に力を入れていると

いった共通点などがあります。将来的には、中小企業をサポー

トするモデルとなるような支援プロジェクトを協力してつく

り、湾岸エリアから発信していければと思います。

　2009年から人材交流の一環として、都産

技研の方に客員教授や客員准教授として学

生達の指導をしていただいています。大学の

教員だけではカバーしきれない研究分野を扱うことができ、教

育に厚みが出ています。

　

　私たちの得意分野の一つに、ロボット技

術があります。ロボット技術はまだまだ話

題だけが先行していて、実用的な技術は普及していません。そ

こで、私たちはベイエリアに関係をもつ企業、研究機関、大学と

連携し、「ベイエリアおもてなしロボット研究会」を立ち上げま

した。研究会を通して、基礎研究から実用化までを一気に行え

る場をつくっていきたいと考えています。私たち大学は基礎研

究が中心となりますが、都産技研はそれを受けて実用化へと

つないでいくための重要なパートナーです。

ベイエリアから新しいロボットや産業をつ

くっていくためにも、協力関係を深めていき

たいと思います。

　私たちの大学には、分野ごとに経験豊富

な技術コーディネーターが常駐しており、

都産技研の研究員やコーディネーターとも

連携して、中小企業の皆さまの悩みをどうすれば解決できるか

を一緒に考えていますので、お気軽にご相談いただければと思

います。

　私たちが手にしている携帯電話はマイクロ波を使用していますが、昨今は光ファイバー並みの通信速度を得られる
60GHz帯ミリ波の利用が始まっています。しかし、通信速度を得るために変調帯域が約2GHzと広く、従来の半導体
デバイスを使用した際に発生する信号の歪みとミリ波を扱う測定機器が高額であることが中小企業の新規参入を阻
んでいました。都産技研では、これらの問題を解決し、中小企業の参入障壁を下げるために共同研究を行っています。

電子半導体技術グループ

複合領域産学官民連携推進本部　副本部長

古瀬 利博 氏
工学部機械機能工学科 教授
複合領域産学官民連携推進本部　副本部長

松日楽 信人 氏

豊洲学事部　産学官連携・研究支援課 課長

羽賀 丈雄 氏

豊洲学事部　産学官連携・研究支援課　課長補佐

鈴木 健一 氏

連携のメリット連携のメリット 研究開発面での協力

中小企業の悩みを一緒に解決

産業人材育成での連携
図1. 通信品質の改善の様子

改善前 改善後

図2. 開発したダウンコンバータ
（特許出願済・特願2014-39680）

EVM=23.9% EVM=8.1%

ロボットの移動ベースは、都産技研で開発したものを使用
首都大学東京とも共同研究実施

TIRI NEWSでは、引き続き協定締結機関のご紹介を行っていく予定です。

（　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 　　　）
コンシェルジュロボット
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協 定 締 結 機 関 の ご 紹 介

学校法人 芝浦工業大学 

　都産技研では、大学研究機関、支援機関、行政機関、金融機関など、4月現在で40の機関と包括協定等を締結
しています。それぞれの機関が持つ特性を生かしあい、連携していくことで、東京の産業振興の発展、地域産業
の活性化を図ることを目的としています。

　今回は、産学公・地域連携活動の活性化の一環として協定を結んだ

「芝浦工業大学」をご紹介します。芝浦工業大学の古瀬氏、松日楽氏、芳

賀氏、鈴木氏に連携事業に関してお話を伺いました。

  交流連携室＜本部＞ TEL 03-5530-2134お問い合わせ

※EVM…Error Vector Magnitudeの略で、本来あるべき信号の
　位相・振幅のズレを意味する。数値が小さいほど歪みが少ない。
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ミリ波超高速無線通信の
普及加速に向けた共同研究

　現在、私たちがスマートフォンなどでLTE （Long Term 

Evolution）を使用するときは、約100Mbpsの通信速度を得

ることができます。平成25年初頭には、高速通信を行うため

の国際規格であるIEEE802.11adが制定されました。この

規格では、60GHz帯のミリ波を使い、数Gbps（1Gbps＝

1,000Mbps）の通信を行うことができ、日本国内では、

57GHz～66GHzまでの4チャンネルが割り当てられてい

ます。この規格の特徴は、約2GHzの帯域が使え、免許がなく

ても誰でも高速ワイヤレス環境を使用できることです。これ

が実現できれば、スマートフォンなどで光ファイバー並みの

通信を行うことも夢ではありません。電子マネーで買い物を

する感覚で、映画などの大容量の情報を情報スタンドなどか

らワンタッチでダウンロードできたり、ハイビジョンテレビ

とDVDレコーダーやスマートフォンがワイヤレスで接続で

きたりするようになるかもしれません。

　しかし、今のところ60GHz帯でトランジスタなどの半導

体デバイスをこの通信目的で使用すると、信号が歪んでしま

い、せっかくの高速通信が実現できません。高品質な高速通

信を行うには、この歪みを正しく測定することが必要です

が、測定機器自体も同程度の歪みを持ちます。そこで、都産技

研と株式会社日立製作所は、測定機器自体の歪みを測定して

数学的に補正する技術を平成24年度に共同で開発しまし

た。この補正技術により、信号の歪みを約3倍改善すること

に成功しました（図1）。

　平成25年度には、これまで1,000万円以上と大変高価で

あったミリ波通信評価装置のダウンコンバータ※（周波数変

換器）を、性能はほとんど変えずに約10分の1のコストにする

ことができました（図2）。これにより、ミドルクラスデジタル

オシロスコープと組み合わせた廉価な通信評価装置が構成

研究紹介

でき、中小企業が新たにミリ波産業へ参入する場合に必要と

なる測定機器調達の負担を減らすことが可能となります。

　上記補正方法などの実用化に加え、この技術を応用した測

定システムの運用も同時に行っており、近い将来、中小企業

がミリ波分野へ参入した際に、ユニークな製品を開発できる

ような環境が整いつつあります。都産技研では、平成24年度

からミリ波関連の技術セミナーを開催していますので、興味

のある方はぜひお越しください。

　本大学は、建学時から実践型の技術者・研

究者の養成を使命としてきました。都産技研

と協定を結ぶことで、お互いの持っている

ネットワークを活用して、中小企業支援の幅が広がると考えて

います。また、臨海副都心と豊洲という隣接した地域にお互い

の拠点があることから、イベントに参加しあったり、私たちの

プロジェクトにも参加していただいたりしています。都産技研

と本大学には、実学重視でロボット技術に力を入れていると

いった共通点などがあります。将来的には、中小企業をサポー

トするモデルとなるような支援プロジェクトを協力してつく

り、湾岸エリアから発信していければと思います。

　2009年から人材交流の一環として、都産

技研の方に客員教授や客員准教授として学

生達の指導をしていただいています。大学の

教員だけではカバーしきれない研究分野を扱うことができ、教

育に厚みが出ています。

　

　私たちの得意分野の一つに、ロボット技

術があります。ロボット技術はまだまだ話

題だけが先行していて、実用的な技術は普及していません。そ

こで、私たちはベイエリアに関係をもつ企業、研究機関、大学と

連携し、「ベイエリアおもてなしロボット研究会」を立ち上げま

した。研究会を通して、基礎研究から実用化までを一気に行え

る場をつくっていきたいと考えています。私たち大学は基礎研

究が中心となりますが、都産技研はそれを受けて実用化へと

つないでいくための重要なパートナーです。

ベイエリアから新しいロボットや産業をつ

くっていくためにも、協力関係を深めていき

たいと思います。

　私たちの大学には、分野ごとに経験豊富

な技術コーディネーターが常駐しており、

都産技研の研究員やコーディネーターとも

連携して、中小企業の皆さまの悩みをどうすれば解決できるか

を一緒に考えていますので、お気軽にご相談いただければと思

います。

　私たちが手にしている携帯電話はマイクロ波を使用していますが、昨今は光ファイバー並みの通信速度を得られる
60GHz帯ミリ波の利用が始まっています。しかし、通信速度を得るために変調帯域が約2GHzと広く、従来の半導体
デバイスを使用した際に発生する信号の歪みとミリ波を扱う測定機器が高額であることが中小企業の新規参入を阻
んでいました。都産技研では、これらの問題を解決し、中小企業の参入障壁を下げるために共同研究を行っています。
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ロボットの移動ベースは、都産技研で開発したものを使用
首都大学東京とも共同研究実施

TIRI NEWSでは、引き続き協定締結機関のご紹介を行っていく予定です。
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しています。それぞれの機関が持つ特性を生かしあい、連携していくことで、東京の産業振興の発展、地域産業
の活性化を図ることを目的としています。

　今回は、産学公・地域連携活動の活性化の一環として協定を結んだ

「芝浦工業大学」をご紹介します。芝浦工業大学の古瀬氏、松日楽氏、芳
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　    事例紹介
国内の大手企業と共同研究を進めている中小企業の方が、その研究によって生み出された製品を使って海外で事業をする際に、どのよう
に知的財産を権利化すればいいかと相談に来られました。まずは、「共同研究といえども自社で開発したものは自社だけの権利として国
内外でガードすること」、「ノウハウは極力開示しないこと」、「開示する場合でも秘密保持契約をしっかり交わした上で開示すること」、

「共同で開発したものは共同研究をしている企業とよく話し合い、権利の取り扱いについて契約を交わしておくこと」などのアドバイス
をしました。現在、相手企業とも話し合いをして、出願の準備をしているところだそうです。

　材料技術グループでは、以下の装置や試験機を保有しています。
①ガスクロマトグラフ質量分析計、蛍光Ｘ線分析装置などの分析装置
②動的粘弾性試験機、強度試験機などの力学物性試験機
③溶融粘度測定装置、混練性評価試験装置などの高分子材料の成形性試験機
　今回は、蛍光材料の特性解析を目的に新たに導入した、絶対PL量子収率測定装置についてご紹介します。
蛍光材料は、太陽電池、生体イメージング、照明、ディスプレイなどの分野では欠かせない材料となっています。

絶対PL量子収率測定装置/
C9920-02G

材料技術グループ

概　要

活用事例

　絶対PL量子収率測定装置/C9920-02G（浜松ホト

ニクス株式会社製）は、蛍光材料の蛍光量子収率を測定

する装置です。蛍光量子収率とは、試料が吸収した光子

数と発光した光子数の比を表したものです。蛍光量子

収率測定法には、相対法と絶対法があります。本装置で

は、試料の励起波長ごとの吸光フォトン数と発光の

フォトン数を直接測定する絶対法を採用しています。

そのため、標準試料の調整をすることなく、簡便かつ正

確に量子収率の測定ができます。励起波長も250～

950nmの範囲で自動制御でき、計測波長も300～

950nmの広い範囲で測定できます。

　蛍光材料の品質管理や新たに開発した蛍光材料の性

能評価などにご利用いただけます。計測可能な試料の

状態は、固体、液体、分散液、薄膜など、さまざまな形状

の試料に対応しています。自動制御の励起光源ユニッ

トを搭載していますので、蛍光特性の励起波長依存性

も全自動で測定が可能です。励起波長ごとに蛍光量子

収率と発光スペクトルが測定できますので、未知試料

の測定も簡単に行うことができます。本装置は、依頼試

験や機器利用などでご利用いただけます。なお、機器利

用にあたっては、測定原理と操作方法をマスターして

いただくための簡単な講習を受けていただく必要があ

ります。

仕 様

絶対PL量子収率測定装置の外観

固体試料用シャーレ(右)と試料用ホルダ(左)

知的財産を権利化し、
国際市場で自社製品を守りましょう

　 中小企業も模倣被害に遭う時代

　現在、中国を中心に模倣品が数多く出回っ

ています。以前は、大企業が被害に遭うケース

が多かったのですが、最近では、中小企業が活

躍するニッチな市場でも、複製品といわれる

デッドコピーが出回っています。こうした模

倣品に対抗するには、知的財産の力でガード

を固めるしかありません。しかし、中小企業に

は、まだまだその認識が浸透していません。グ

ローバル化が進む現代では、企業の規模に関

わらず、知的財産の国際的な戦略が求められ

ています。

　
　 知的財産の5人の侍を活用

　私は常々、知的財産には、特許・実用新案、商

標、意匠、著作権、ノウハウの5人の侍がいる

と話しています。この5人すべてがいる必要

はありませんが、自社にはどの侍がいるのか、

その侍をどう活用すれば大切な財産を守れる

のかを知る必要があります。特許・実用新案の

権利化についての相談は多いですが、見落と

されがちなのが商標権です。商標とは、商品や

サービスに使用するための名称や図形で、い

わば商品の看板のようなものです。実は、中国

などで一番狙われているのが、商標権です。商

品名を他者に登録されてしまうと、苦労して

つくりあげた財産を奪われてしまうことにな

ります。また、ユニークなデザインを保護する

意匠権も忘れてはいけません。模倣品対策で

即効性があるのは、商標権や意匠権です。ホー

ムページなどでの宣伝内容や製品説明書など

を守る著作権も重要です。特許だけでなく、こ

れらの商品の独自性を守る5人の侍を大切に

しましょう。

　 グローバル化時代に求められる
　 知財経営

　中国以外の国でも模倣品が横行していま

す。模倣する国で直接ビジネスをしなければ

安心、というわけではありません。模倣品は、

世界各地へ輸出されているのです。経済がグ

ローバル化する現代では、国内だけでなく、世

界各地で自社商品を模倣させないように国際

的な知財経営の観点が必要になっています。

MTEPでは、それぞれの企業で知的財産の5

人の侍をどのように活用したらいいのかを一

緒に検討していきたいと考えています。

生島 博 専門相談員
いく　　しま　　　ひろし

プロフィール
東京都知的財産総合センター所長歴任。
現在、東京理科大学大学院 イノベーショ
ン研究科 知財戦略専攻 非常勤講師、日
本知的財産協会技術者リーダーのための
知財講師。知財（特許、実用新案、意匠、商
標、著作権、ノウハウ等）に関する出願か
ら権利化、調査、管理、契約、経営戦略に関
する全般的な相談対応している。
著書：「中小企業経営者のための知的財産
戦略マニュアル」（東京都知的財産総合セ
ンター発行）

【中小企業の皆さんへ】
　それぞれの企業には、その企業独自の技術や製品があります。他社情報をしっかり把握した上で、独自技術や
新製品を守るために備えるのが知的財産です。そして、知的財産の5人の侍のうち、どの侍をどの国で使えばうま
くビジネスを展開していけるのかを考えるのが知財経営です。中小企業では、トップである社長が知財経営をき
ちんと認識する必要があります。そうすれば、経営方針やビジネス展開もより強いものに変わっていくことで
しょう。都産技研は、MTEPだけでなく、研究、技術、試験など、さまざまな分野の支援部隊がそろっており、総合
的な連携支援ができる体制が整っています。現在の製品に対する海外事業展開の支援はもちろんのこと、将来生
まれるであろう新製品の構築、販路開拓までも視野に入れて、活用していただければと思います。

  ……………………………………………………………………………………

水曜日担当
専門：知的財産全般

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここではMTEPの専門相談員が、よくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

MTEP 専門相談員紹介

世界に勝つものづくりのコツ 第3回

PL計測波長範囲

励起波長

試料セルのサイズ

300～950nm 
　PMA-12 
　マルチチャンネル分光器を使用

内径φ15×高さ3mm

（　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　   ）
250～950nm
　光源：150wキセノン光源
　バンド幅：約2～5nm
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　    事例紹介
国内の大手企業と共同研究を進めている中小企業の方が、その研究によって生み出された製品を使って海外で事業をする際に、どのよう
に知的財産を権利化すればいいかと相談に来られました。まずは、「共同研究といえども自社で開発したものは自社だけの権利として国
内外でガードすること」、「ノウハウは極力開示しないこと」、「開示する場合でも秘密保持契約をしっかり交わした上で開示すること」、

「共同で開発したものは共同研究をしている企業とよく話し合い、権利の取り扱いについて契約を交わしておくこと」などのアドバイス
をしました。現在、相手企業とも話し合いをして、出願の準備をしているところだそうです。

　材料技術グループでは、以下の装置や試験機を保有しています。
①ガスクロマトグラフ質量分析計、蛍光Ｘ線分析装置などの分析装置
②動的粘弾性試験機、強度試験機などの力学物性試験機
③溶融粘度測定装置、混練性評価試験装置などの高分子材料の成形性試験機
　今回は、蛍光材料の特性解析を目的に新たに導入した、絶対PL量子収率測定装置についてご紹介します。
蛍光材料は、太陽電池、生体イメージング、照明、ディスプレイなどの分野では欠かせない材料となっています。

絶対PL量子収率測定装置/
C9920-02G

材料技術グループ

概　要

活用事例

　絶対PL量子収率測定装置/C9920-02G（浜松ホト

ニクス株式会社製）は、蛍光材料の蛍光量子収率を測定

する装置です。蛍光量子収率とは、試料が吸収した光子

数と発光した光子数の比を表したものです。蛍光量子

収率測定法には、相対法と絶対法があります。本装置で

は、試料の励起波長ごとの吸光フォトン数と発光の

フォトン数を直接測定する絶対法を採用しています。

そのため、標準試料の調整をすることなく、簡便かつ正

確に量子収率の測定ができます。励起波長も250～

950nmの範囲で自動制御でき、計測波長も300～

950nmの広い範囲で測定できます。

　蛍光材料の品質管理や新たに開発した蛍光材料の性

能評価などにご利用いただけます。計測可能な試料の

状態は、固体、液体、分散液、薄膜など、さまざまな形状

の試料に対応しています。自動制御の励起光源ユニッ

トを搭載していますので、蛍光特性の励起波長依存性

も全自動で測定が可能です。励起波長ごとに蛍光量子

収率と発光スペクトルが測定できますので、未知試料

の測定も簡単に行うことができます。本装置は、依頼試

験や機器利用などでご利用いただけます。なお、機器利

用にあたっては、測定原理と操作方法をマスターして

いただくための簡単な講習を受けていただく必要があ

ります。

仕 様

絶対PL量子収率測定装置の外観

固体試料用シャーレ(右)と試料用ホルダ(左)
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国際市場で自社製品を守りましょう

　 中小企業も模倣被害に遭う時代
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わらず、知的財産の国際的な戦略が求められ

ています。

　
　 知的財産の5人の侍を活用

　私は常々、知的財産には、特許・実用新案、商

標、意匠、著作権、ノウハウの5人の侍がいる

と話しています。この5人すべてがいる必要

はありませんが、自社にはどの侍がいるのか、

その侍をどう活用すれば大切な財産を守れる

のかを知る必要があります。特許・実用新案の

権利化についての相談は多いですが、見落と

されがちなのが商標権です。商標とは、商品や

サービスに使用するための名称や図形で、い

わば商品の看板のようなものです。実は、中国

などで一番狙われているのが、商標権です。商

品名を他者に登録されてしまうと、苦労して

つくりあげた財産を奪われてしまうことにな

ります。また、ユニークなデザインを保護する

意匠権も忘れてはいけません。模倣品対策で

即効性があるのは、商標権や意匠権です。ホー

ムページなどでの宣伝内容や製品説明書など

を守る著作権も重要です。特許だけでなく、こ

れらの商品の独自性を守る5人の侍を大切に
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水曜日担当
専門：知的財産全般

中小企業の海外展開を強力にバックアップする「広域首都圏輸出製品技術支援 センター（MTEP）」。
ここではMTEPの専門相談員が、よくある質問やサポート内容、海外展開のコツをご紹介します。

MTEP 専門相談員紹介

世界に勝つものづくりのコツ 第3回

PL計測波長範囲

励起波長

試料セルのサイズ

300～950nm 
　PMA-12 
　マルチチャンネル分光器を使用

内径φ15×高さ3mm

（　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　   ）
250～950nm
　光源：150wキセノン光源
　バンド幅：約2～5nm
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図書室公開は都産技研本部のみです。
多摩テクノプラザや各支所では行っていませんのでご注意ください。

JPCA show 2014
　あらゆる電子・情報通信・制御機器に使用される電子回路・実装
技術や、将来に渡り広く使用・普及される電子回路基板の設計から
製造、信頼性確保、流通に至る製品展示により、技術情報の提供・提
案をはかり、併せて電子回路業界および関連業界全体の発展を目
指す「JPCA show 2014」に、都産技研から情報技術グループが出
展します。ぜひお越しください。

平成26年6月4日（水）～6日（金） 10:00～17:00

●会　　場 　東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-10-1）
●入 場 料 　1,000円（税込）
 　※招待券持参者またはインターネットでの事前登録 
　 　　者は無料です
●出展内容 　・プリント基板を用いた実装技術の紹介
 　・情報技術グループの紹介　

産業交流展2014

平成26年11月19日（水）～21日（金） 

●会　　場 　東京ビッグサイト東5・6ホール
●主　　催 　産業交流展2014実行委員会（東京都、都産技研など）
●特別企画 　基調講演・特別講演などのステージイベント、出展者 
　 　交流などを予定
●同時開催 　東京都ベンチャー技術大賞表彰式、東京都経営革新 
　 　優秀賞表彰式ほか

　産業交流展2014は、首都圏の個性あふれる中小企業の優れた製
品や技術を一堂に展示する、国内最大級の見本市です。
　今回で17回目を迎えるこの展示会では、販路開拓や企業間連携

機械要素技術展
　機械要素技術展（M-Tech）は、軸受、ベアリング、ねじ、ばねなど
の機械要素や、金属、樹脂に関する加工技術を一堂に集めた展示会
です。都産技研からは、実証試験セクターが出展し、引張試験や圧
縮試験などの各種試験や研究内容を紹介する予定です。ご来場を
お待ちしています。

平成26年6月25日（水）～27日（金） 10:00～18:00
（27日（金）のみ17:00終了）

●会　　場 　東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-10-1）
●入 場 料 　無料
 　※入場には、招待券持参またはインターネットでの 
　 　　事前登録が必要です
●出展内容 　・衝撃試験の映像上映 
 　・試験品類の展示
 　 （引張試験、圧縮試験、ねじり試験など)
 　・実証試験セクターの紹介

E X H I B I T I O N

図書室の企画展示のお知らせ

　都産技研本部5階の
図書室では、毎月テー
マを決めて書籍の企
画展示を行っていま
す。技術相談などで本
部にお越しの際は、ぜ
ひ図書室もご利用く
ださい。

I N F O R M A T I O N

開催概要 出展募集概要

の実現に向けた情報収集・交換の場を求める元気な中小企業の皆
さまの出展を募集しています。

平成26年6月2日（月）～7月31日（木）

●対　　　　象  首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に事業 
  所を有し、情報、環境、医療・福祉、機械・金属のい 
  ずれかの分野に属する中小企業・団体など
●出  展  料 54,000円／1小間（約9㎡）
●お 申 し 込 み  下記URLよりお申し込みください。
  http://www.sangyo-koryuten.jp/
●お問い合わせ 産業交流展2014運営事務局　　
  TEL 03-3503-7320

■図書室のサービス内容
ご利用できるサービスは、文献の閲覧と複写サービス※です。
貸出は行っておりません。
※貴重書等の場合、複写をお断りする場合もあります。
  写真撮影での複写はお断りしています。

●開室時間　平日 9:30～17:00
●休 室 日　土曜・日曜・祝日、年末年始、臨時休室日　
 ※臨時休室日はホームページなどでお知らせします。
●場　　所　都産技研本部 5階
●T E L　03-5530-2436
●U R L　http://www.iri-tokyo.jp/gaiyo/soshiki/
 honbu/tosho.html

６月 中小企業の海外進出
７月 環境ビジネス
８月 ヒット商品と中小企業

５月「ロボット」の企画展示
［今後の企画展示の予定］

※企画展示は変更になる場合がありますので、ご了承ください。

都産技研がこれまでに実施した試験・研究等の成果や支援事例、連携機関等が保有する技術シーズや最新技
術動向などを中小企業の皆さまにお知らせするため、研究成果発表会を開催します。

6月19日（木）～20日（金）10:00～17:00
会場：都産技研本部

研究成果発表
　ナノテクノロジー、情報技術、エレク
トロニクス、システムデザイン、環境・
省エネルギー、バイオ応用、メカトロニ
クス、EMC・半導体、品質強化、ものづ
くり基盤技術、震災復興支援技術分野
の研究成果や生活技術開発セクターで
の製品化事例、共同研究成果など、約
100テーマを、それぞれ1テーマ20分
程度で発表します。

パネル展示
　東京イノベーションハブでは、都産技
研や連携機関による研究成果を一堂に
会してパネル展示をいたします。発表を
終えた研究員がこちらにおりますので、
聞き逃してしまった発表に関して研究
員に質疑応答することも可能です。

　研究成果発表終了後、都産技研本部
の設備や機器の一部を見学できる見学
会を開催します。
　コースをいくつか用意していますの
で、詳細や予約は特設ホームページを
ご覧ください。
　毎年大変ご好評いただいております
ので、ご予約はお早めに！
（見学会のみのお申し込みはご遠慮く
ださい。）

6月19日（木）10:05～11:00
デザイン・シンキングで起こすイノベーション
～デザインから発想するビジネスの
　　　　　　　　　　　　モノづくりとコトづくり～
株式会社ザ・デザイン・アソシエイツ CEO　佐藤 忠敏 氏

見学会

6月20日（金）10:00～11:00
グローバル・ニッチトップ企業論
～日本の明日を拓くものづくり中小企業～

経済産業省 地域政策研究官　細谷 祐二 氏

基調講演

6月19日（木）13:35～14:15
アーク溶接ロボットで
世界ダントツシェアを握る

株式会社ダイヘン メカトロ事業部企画部長　中津 淳 氏

6月20日（金）13:15～13:55
世界初のオーダーメイドによる
精密心臓シミュレーター

株式会社クロスエフェクト 代表取締役　竹田 正俊 氏

特別セッション

お申し込み・詳細は、下記ホームページをご覧ください。

http://www.tosangiken-seika.jp/

※当日参加も受け付けますが、会場や資料準備等の都合上、ご参加いた
だけない場合もございますので、事前の登録をお願いいたします。

事前登録制
参加費無料

 研究成果発表会開催のお知らせ
平成26年度
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展示会出展情報

インフォメーション

  広報室＜本部＞ TEL 03-5530-2521お問い合わせ
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指す「JPCA show 2014」に、都産技研から情報技術グループが出
展します。ぜひお越しください。

平成26年6月4日（水）～6日（金） 10:00～17:00

●会　　場 　東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-10-1）
●入 場 料 　1,000円（税込）
 　※招待券持参者またはインターネットでの事前登録 
　 　　者は無料です
●出展内容 　・プリント基板を用いた実装技術の紹介
 　・情報技術グループの紹介　

産業交流展2014

平成26年11月19日（水）～21日（金） 

●会　　場 　東京ビッグサイト東5・6ホール
●主　　催 　産業交流展2014実行委員会（東京都、都産技研など）
●特別企画 　基調講演・特別講演などのステージイベント、出展者 
　 　交流などを予定
●同時開催 　東京都ベンチャー技術大賞表彰式、東京都経営革新 
　 　優秀賞表彰式ほか

　産業交流展2014は、首都圏の個性あふれる中小企業の優れた製
品や技術を一堂に展示する、国内最大級の見本市です。
　今回で17回目を迎えるこの展示会では、販路開拓や企業間連携

機械要素技術展
　機械要素技術展（M-Tech）は、軸受、ベアリング、ねじ、ばねなど
の機械要素や、金属、樹脂に関する加工技術を一堂に集めた展示会
です。都産技研からは、実証試験セクターが出展し、引張試験や圧
縮試験などの各種試験や研究内容を紹介する予定です。ご来場を
お待ちしています。

平成26年6月25日（水）～27日（金） 10:00～18:00
（27日（金）のみ17:00終了）

●会　　場 　東京ビッグサイト（東京都江東区有明3-10-1）
●入 場 料 　無料
 　※入場には、招待券持参またはインターネットでの 
　 　　事前登録が必要です
●出展内容 　・衝撃試験の映像上映 
 　・試験品類の展示
 　 （引張試験、圧縮試験、ねじり試験など)
 　・実証試験セクターの紹介

E X H I B I T I O N

図書室の企画展示のお知らせ

　都産技研本部5階の
図書室では、毎月テー
マを決めて書籍の企
画展示を行っていま
す。技術相談などで本
部にお越しの際は、ぜ
ひ図書室もご利用く
ださい。

I N F O R M A T I O N

開催概要 出展募集概要

の実現に向けた情報収集・交換の場を求める元気な中小企業の皆
さまの出展を募集しています。

平成26年6月2日（月）～7月31日（木）

●対　　　　象  首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に事業 
  所を有し、情報、環境、医療・福祉、機械・金属のい 
  ずれかの分野に属する中小企業・団体など
●出  展  料 54,000円／1小間（約9㎡）
●お 申 し 込 み  下記URLよりお申し込みください。
  http://www.sangyo-koryuten.jp/
●お問い合わせ 産業交流展2014運営事務局　　
  TEL 03-3503-7320

■図書室のサービス内容
ご利用できるサービスは、文献の閲覧と複写サービス※です。
貸出は行っておりません。
※貴重書等の場合、複写をお断りする場合もあります。
  写真撮影での複写はお断りしています。

●開室時間　平日 9:30～17:00
●休 室 日　土曜・日曜・祝日、年末年始、臨時休室日　
 ※臨時休室日はホームページなどでお知らせします。
●場　　所　都産技研本部 5階
●T E L　03-5530-2436
●U R L　http://www.iri-tokyo.jp/gaiyo/soshiki/
 honbu/tosho.html

６月 中小企業の海外進出
７月 環境ビジネス
８月 ヒット商品と中小企業

５月「ロボット」の企画展示
［今後の企画展示の予定］

※企画展示は変更になる場合がありますので、ご了承ください。

都産技研がこれまでに実施した試験・研究等の成果や支援事例、連携機関等が保有する技術シーズや最新技
術動向などを中小企業の皆さまにお知らせするため、研究成果発表会を開催します。

6月19日（木）～20日（金）10:00～17:00
会場：都産技研本部

研究成果発表
　ナノテクノロジー、情報技術、エレク
トロニクス、システムデザイン、環境・
省エネルギー、バイオ応用、メカトロニ
クス、EMC・半導体、品質強化、ものづ
くり基盤技術、震災復興支援技術分野
の研究成果や生活技術開発セクターで
の製品化事例、共同研究成果など、約
100テーマを、それぞれ1テーマ20分
程度で発表します。

パネル展示
　東京イノベーションハブでは、都産技
研や連携機関による研究成果を一堂に
会してパネル展示をいたします。発表を
終えた研究員がこちらにおりますので、
聞き逃してしまった発表に関して研究
員に質疑応答することも可能です。

　研究成果発表終了後、都産技研本部
の設備や機器の一部を見学できる見学
会を開催します。
　コースをいくつか用意していますの
で、詳細や予約は特設ホームページを
ご覧ください。
　毎年大変ご好評いただいております
ので、ご予約はお早めに！
（見学会のみのお申し込みはご遠慮く
ださい。）

6月19日（木）10:05～11:00
デザイン・シンキングで起こすイノベーション
～デザインから発想するビジネスの
　　　　　　　　　　　　モノづくりとコトづくり～
株式会社ザ・デザイン・アソシエイツ CEO　佐藤 忠敏 氏

見学会

6月20日（金）10:00～11:00
グローバル・ニッチトップ企業論
～日本の明日を拓くものづくり中小企業～

経済産業省 地域政策研究官　細谷 祐二 氏

基調講演

6月19日（木）13:35～14:15
アーク溶接ロボットで
世界ダントツシェアを握る

株式会社ダイヘン メカトロ事業部企画部長　中津 淳 氏

6月20日（金）13:15～13:55
世界初のオーダーメイドによる
精密心臓シミュレーター

株式会社クロスエフェクト 代表取締役　竹田 正俊 氏

特別セッション

お申し込み・詳細は、下記ホームページをご覧ください。

http://www.tosangiken-seika.jp/

※当日参加も受け付けますが、会場や資料準備等の都合上、ご参加いた
だけない場合もございますので、事前の登録をお願いいたします。

事前登録制
参加費無料

 研究成果発表会開催のお知らせ
平成26年度
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インフォメーション

  広報室＜本部＞ TEL 03-5530-2521お問い合わせ



ミリ波を活用した
新しい無線通信技術をつくり出す
ミリ波を活用した
新しい無線通信技術をつくり出す

最新の技術や専門的な技術と出会う
技術セミナー・講習会
最新の技術や専門的な技術と出会う
技術セミナー・講習会

特集 企業ピックアップ 第2回─EMC･半導体技術開発

特集 技術セミナー・講習会
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都産技研から未来へ、先端技術情報を発信

　今回ご紹介するのは、実証試験セクターと品質保証推進センター
を兼務する佐々木 正史さんです。計測器の校正試験を行う佐々木
さんは、ものづくりを支える縁の下の力持ち的存在です。

●主な仕事内容は？
　電気計測器や温度計測器の校正試験を行い、お客さまの計測器の信頼
性確保に努めています。この他にも、需要の高まっている熱物性につい
て、Xeフラッシュアナライザーの機器利用ライセンス制度の事前講習会

「熱拡散率測定」を実施しています。

●佐々木さんの大事にしていることとは？
　「やれることを確実にやる」をモットーにしています。私は、当たり前の
ことを当たり前にこなせることが重要だと考えています。変に見栄を張
り、できないことばかりに挑戦するよりも、まずは自分の成すべきことを
精一杯やった上でこそ、その先に挑戦していけると考えています。

電気と温度の基盤を
支えています！

E X P E R T S

T O P I C S

このコーナーでは、都産技研の研究員をクローズアップしてご紹介します。研究員の人となりが分かることで、
より都産技研を身近に感じていただきたいという想いから生まれました。どんな人が都産技研にいるのか、ぜひご覧ください。

AWARDSAWARDS
受 賞 報 告

受 賞 名

発表題目

表彰団体

内　　容

受 賞 日

第64回　日本木材学会大会　
優秀ポスター賞
木材のボルト接合における締付け速度が
トルク係数に及ぼす影響
一般社団法人　日本木材学会　
大会運営委員会
学会発表のポスター掲示が受賞対象とな
りました。
平成26年3月15日（土）

実証試験セクター　研究員　　　中野 貴啓
城東支所　副主任研究員　　　　松原 独歩
交流連携室　副主任研究員　　　島田 勝廣
東京農工大学大学院農学研究院　教授（受賞時）
東京農工大学　名誉教授（現在）　服部 順昭 様

都産技研の研究員が行っている研究や開発が
各分野から表彰されました。

石油系溶剤を含まないインキを使用しています。
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　今年度から、木曜日の担当となりました。長年、産業機
械・自動車部品メーカーで培ったノウハウと人脈をフル
に生かして、皆さまのお役に立ちたいと思っています。環
境に配慮した産業機械や自動車のシステム化、モジュー
ル化のコンサルティングを得意としています。東京では、
平成32年にオリンピックを控えており、本部のある青海
にも、オリンピックの舞台として多くの人が訪れると予
想されます。この青海に、産産連携や産学連携で誕生した
環境にやさしい自動車を走らせることが私の夢の一つで
す。お困りのことがありましたら、お気軽にお問い合わせ
ください。お待ちしています。

　交流連携室では、中小企業の持つ課題やコア技術を
大学や他企業と結びつけて価値を高める「産学公連携
事業」を行っており、各技術分野の専門コーディネータ
が産学公連携に係わる相談・仲介などを行い、技術課題
解決のための支援を行っています。
　今年度から産学公コーディネータに新たな戦力が加
わりましたのでご紹介します。

新任産学公コーディネータのご紹介

高村 悦夫コーディネータ

エキスパート

トピックス

本部
実証試験セクター

兼 品質保証推進センター
 副主任研究員

佐々木 正史

私の主な業務である計測器の校正試験
は、都産技研の他の業務に比べて派手
さには欠けるかもしれません。しかし、
計測は、ものづくりには必要不可欠で
す。計測器の信頼性を今一度見直して
みてはいかがでしょうか。

地味だけど、必要！

I n t r o d u c t i o n

実証試験セクター＜本部＞  TEL 03-5530-2193お問い合わせ

交流連携室＜本部＞   TEL 03-5530-2134お問い合わせ


